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【共通項目】（乳幼児・小中学生・一般・高齢者） 

 

１ 交通安全について 

【交通安全教室（講習会などを含む）参加状況について】（乳幼児・一般・高齢者） 

交通安全教室（講習会などを含む）参加状況については、「ない」が、全体で

69.9％、乳幼児が 60.1％、一般が 76.8％、高齢者が 73.6％となっており、乳幼

児に比べ、一般、高齢者の参加率が高くなっている。 

交通安全教室に参加したことがない理由については、「いつ、どこで開催されて

いるのかわからないから」が、乳幼児が 68.7％、一般が 58.1％、高齢者が 40.2％

と最も高くなっており、次いで「どのように参加すればいいのか分からないから」

が高くなっており、交通安全教室の広報周知が不足していることがわかる。 

 

（1年間（平成 25.10～平成 26.9）の交通安全教室参加状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.0% 

33.0% 

17.7% 

18.0% 

69.9% 

60.1% 

76.8% 

73.6% 

6.1% 

4.2% 

7.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,794) 

乳幼児 
(N=951)  

一般 
(N=717)  

高齢者 
(N=1,126) 

ある ない わからない 無回答 



【総括】 

 

220 

（交通安全教室に参加したことがない理由） 

 

0.7% 

1.0% 

43.5% 

68.7% 

14.2% 

5.8% 

1.6% 

19.8% 

2.4% 

0.7% 

2.3% 

7.3% 

14.0% 

24.1% 

4.0% 

23.6% 

12.7% 

31.0% 

58.1% 

4.0% 

28.1% 

3.1% 

5.4% 

8.0% 

16.2% 

6.0% 

0.0% 

0.0% 

6.2% 

2.7% 

24.6% 

24.2% 

20.6% 

40.2% 

3.5% 

8.6% 

4.2% 

5.1% 

6.4% 

8.9% 

4.2% 

0.0% 

0.0% 

15.2% 

7.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

以前に参加したことがあるから 

交通ルールを知っており、常に守っているから 

どのように参加すればいいのかわからないから 

いつ、どこで開催されているのかわからないから 

参加したい内容の教室がないから 

参加する時間がないから 

開催場所が遠い、または交通が不便な場所 

                    であるから 

教室が長時間であると耐えられないから 

参加できる人がいないから 

参加するのを面倒だから 

人が集まる場所が苦手だから 

家庭での教育で十分だから 

幼稚園や保育所での教育で十分だから 

その他 

無回答 

乳幼児(N=572) 一般(N=551) 高齢者(N=829) 
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【自動車運転中のヒヤリとした経験について】（一般・高齢者） 

自動車運転中に自分の不注意によってヒヤリとした経験の有無については、「あ

る」が、全体で 36.7％、一般が 50.3％、高齢者が 28.0％となっており、高齢運

転者に比べ、一般運転者は不注意な運転が多いことがわかる。 

ヒヤリとしたときの状況については、一般については「考え事をしながら運転

していたとき」、「前方、左右、後方の安全確認を怠ったとき」が約４割、高齢者

については「前方、左右、後方の安全確認を怠ったとき」が約５割となっている。 

 

（自動車運転中に自分の不注意によってヒヤリとした経験の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.7% 

50.3% 

28.0% 

24.7% 

17.2% 

29.5% 

8.1% 

13.2% 

4.9% 

25.9% 

17.6% 

31.2% 

4.2% 

5.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=1,843) 

一般 
(N=717)  

高齢者 
(N=1,126) 

ある ない 自分の不注意以外でヒヤリと 

したことがある(相手の飛び出しなど) 

自動車は運転しない わからない 無回答 
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（ヒヤリとしたときの状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.2% 

40.4% 

29.6% 

20.2% 

42.4% 

10.8% 

23.0% 

4.2% 

6.9% 

23.3% 

1.9% 

17.5% 

0.8% 

14.7% 

10.8% 

31.6% 

6.9% 

0.6% 

8.9% 

29.5% 

21.0% 

6.0% 

45.1% 

8.3% 

17.5% 

3.2% 

4.1% 

21.0% 

2.5% 

24.1% 

1.3% 

10.8% 

20.3% 

25.4% 

8.6% 

5.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ハンドル操作やブレーキ操作を誤ったとき 

考え事をしながら運転していたとき 

よそ見をしながら運転していたとき 

寝不足や風邪薬等で眠くなったとき 

前方、左右、後方の安全確認を怠ったとき 

対向車の動きを見ていなかったとき 

道路横断中の歩行者等に気づくのが遅れたとき 

スピードを出しすぎて操作が上手くできなかったとき 

携帯やカーナビ等を操作し、運転に集中して 

                  いなかったとき 

車間距離を十分にとっていなかったとき 

急発進をしたとき 

安全確認を怠り、車線変更をしたとき 

夜間にライトをつけ忘れていたとき 

夜間に歩行者等に気づくのが遅れたとき 

信号や一時停止等の規制を見落としたとき 

悪天候などで、視界や路面状態が悪いなか運転 

                                                                          したとき 

その他 

無回答 

一般(N=361) 高齢者(N=315) 
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【歩行中や自転車・自動車等運転中の携帯電話使用について】（小中学生・一般・高齢者） 

歩行中や自転車・自動車等運転中の携帯電話（スマートフォンを含む）の使用

経験については、一般では「歩行中に使用したことがある」が約６割、小中学生・

高齢者では、「使用したことがない」が約８割となっている。 

自転車・自動車等運転中、携帯電話（スマートフォンを含む）の使用が法律違

反であることの認知度については、「知っている」が、全体で 78.1％、小中学生

が 55.4％、一般が 93.3％、高齢者が 85.4％となっており、小中学生の認知度が

特に低くなっていることがわかる。 

 

（歩行中や自転車・自動車等運転中の携帯電話使用の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.8% 

0.0% 

0.0% 

1.1% 

83.0% 

3.1% 

55.1% 

19.0% 

0.3% 

7.0% 

36.1% 

1.8% 

13.5% 

8.7% 

0.0% 

0.3% 

75.0% 

8.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

歩行中に使用したことがある 

自動車運転中に使用したことがある 

原動機付自転車運転中に使用した 

                                              ことがある 

自転車運転中に使用したことがある 

使用したことはない 

無回答 

小中学生(N=841) 一般(N=717) 高齢者(N=1,126) 



【総括】 

 

224 

（自転車・自動車等運転中の携帯電話使用が法律違反であることの認知度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.1% 

55.4% 

93.3% 

85.4% 

12.0% 

29.4% 

4.0% 

4.1% 

6.7% 

13.0% 

5.1% 5.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,684) 

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=717)  

高齢者 
(N=1,126) 

知っている 知らない わからない 無回答 
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【道路横断時の行動について】（乳幼児・小中学生・一般・高齢者） 

歩行中に道路を横断する際、近辺に横断歩道がある場合の利用については、「必

ず利用している」が全体で 69.4％、乳幼児が 72.8％、小中学生が 60.0％、一般

が 64.3％、高齢者が 76.7％となっており、全区分において高齢者が最も高くなっ

ている。 

横断歩道を利用しない理由については、乳幼児の「面倒くさいから」、「遠回り

になるから」が５割以上で、その他区分においては回答にばらつきがある。 

道路を横断する際の安全確認については、「しっかり確認している」が、全体で

79.6％、乳幼児が 83.6％、小中学生が 75.6％、一般が 74.9％、高齢者が 82.2％

となっている。 

歩行中に信号機のついた横断歩道を渡る際、ルール（信号）を守っているかに

ついては、「守っている」が、全体では 76.0％、乳幼児が 70.9％、小中学生が 70.5％、

一般が 69.7％、高齢者が 88.5％となっており、全区分において高齢者が最も高く

なっている。 

ルール（信号）を守らないことがある理由については、乳幼児・小中学生では

「信号を待つのが面倒くさいから」、「自分で安全確認をしているから」、一般・高

齢者では「自分で安全確認をしているから」を上位に挙げている。 

 

（横断歩道利用の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.4% 

72.8% 

60.0% 

64.3% 

76.7% 

27.1% 

25.1% 

37.2% 

34.9% 

16.2% 

1.3% 

0.4% 

1.0% 

3.0% 

2.2% 

1.7% 

1.8% 

0.6% 

4.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=3,635) 

乳幼児(N=951) 

小中学生
(N=841) 

一般(N=717) 

高齢者(N=1,126) 

必ず利用している 時々利用する 利用しない 無回答 

69.4% 

72.8% 

60.0% 

64.3% 

76.7% 

27.1% 

25.1% 

37.2% 

34.9% 

16.2% 

1.3% 

0.4% 

1.0% 

3.0% 

2.2% 

1.7% 

1.8% 

0.6% 

4.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=3,635) 

乳幼児(N=951) 

小中学生
(N=841) 

一般(N=717) 

高齢者(N=1,126) 

必ず利用している 時々利用する 利用しない 無回答 

69.4% 

72.8% 

60.0% 

64.3% 

76.7% 

27.1% 

25.1% 

37.2% 

34.9% 

16.2% 4.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=3,635) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生(N=841) 

一般 
(N=717)  

高齢者 
(N=1,126) 

必ず利用している 時々利用する 利用しない 無回答 
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（横断歩道利用を利用しない理由） 

 

  

50.0% 

75.0% 

25.0% 

25.0% 

0.0% 

25.0% 

0.0% 

12.5% 

25.0% 

0.0% 

12.5% 

12.5% 

37.5% 

25.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

100.0% 

8.8% 

20.6% 

11.8% 

8.8% 

2.9% 

47.1% 

14.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

面倒くさいから 

遠回りになるから 

横断歩道は必ずしも安全ではないから 

どこを渡ろうが事故をしなければよいと 

                                                        思うから 

他の人も利用していないから 

その他 

無回答 

乳幼児(N=4) 小中学生(N=8) 一般(N=2) 高齢者(N=34) 
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（道路を横断する際の安全確認の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（横断歩道を渡る際にルール（信号）を守っているか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.6% 

83.6% 

75.6% 

74.9% 

82.2% 

17.3% 

15.2% 

23.3% 

22.6% 

11.3% 4.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=3,635) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生(N=841) 

一般 
(N=717)  

高齢者 
(N=1,126) 

しっかり確認している 渡り始めに確認し、そのまま横断している 

あまり確認しない まったく確認しない 

その他 無回答 

76.0% 

70.9% 

70.5% 

69.7% 

88.5% 

21.2% 

27.9% 

27.8% 

28.6% 

5.8% 5.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=3,635) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=717)  

高齢者 
(N=1,126) 

守っている 概ね守っている あまり守っていない ほとんど守っていない 無回答 
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（ルール（信号）を守らないことがある理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.0% 

100.0% 

0.0% 

0.0% 

20.0% 

0.0% 

0.0% 

100.0% 

100.0% 

0.0% 

0.0% 

100.0% 

100.0% 

0.0% 

0.0% 

80.0% 

20.0% 

20.0% 

0.0% 

40.0% 

0.0% 

0.0% 

66.7% 

33.3% 

0.0% 

0.0% 

33.3% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

信号を待つのが面倒くさいから 

自分で安全確認をしているから 

事故さえしなければよいと思うから 

信号が青の間に渡りきれないから 

信号の待ち時間が長すぎるから 

その他 

無回答 

乳幼児(N=5) 小中学生(N=1) 一般(N=5) 高齢者(N=3) 
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２ 子どもの安全について 

 

【子育てへの支援について】（乳幼児・小中学生・一般） 

自分が親になる前に、妊娠や子どもを育てるということを考える機会について、

「家庭で親・兄弟の妊娠・育児を通じて学び考えた」が、全体で 28.6％、乳幼児

が 27.2％、小中学生が 28.9％、一般が 31.9％となっている。 

保護者が子どもに手をあげたくなったり、世話をしたくないと思うときがある

かについて、「ほとんどいつもそう思う」と「たまにそう思う」の合計が、全体で

58.6％、乳幼児が 61.0％、小中学生が 59.7％、一般が 47.8％となっている。 

子育てで困ったときの相談先の有無については、「ある」が、全体で 93.9％、

乳幼児が 96.3％、小中学生が 93.3％、一般が 87.8％となっている。 

子育てで困ったときの具体的な相談先については、乳幼児・小中学生・一般と

もに「夫婦で話し合いをする」、「親、兄弟姉妹や親戚に相談する」が約８割とな

っている。 

子育ての支援者については、乳幼児・小中学生・一般ともに「配偶者」、「親・

兄弟姉妹・親戚」が約８割以上になっている。 

子どもの一時預かり施設などの利用状況については、各施設において以下の通

りになっている。 

Ａファミリー・サポート・センターの利用については、「有」が、全体で 4.5％、

乳幼児では 4.5％、小中学生が 4.8％、一般が 3.1％となっている。また、利用頻

度は、「年、数回」が、全体で 66.7％、乳幼児が 69.8％、小中学生が 62.5％、一

般が 71.4％となっている。 

Ｂ保育園の利用については、「有」が、全体で 20.9％、乳幼児が 18.2％、小中

学生が 24.6％、一般が 18.2％となっている。また、利用頻度は、「年、数回」が、

全体で 58.3％、乳幼児が 56.6％、小中学生が 60.9％、一般が 52.4％となってい

る。 

Ｃ幼稚園の利用については、「有」が、全体で 36.3％、乳幼児が 26.6％、小中

学生が 48.4％、一般が 32.5％となっている。また、利用頻度は、「年、数回」が、

全体で 54.5％、乳幼児が 49.4％、小中学生が 58.7％、一般が 49.4％となってい

る。 

Ｄすこやか子育て交流館（りぼんかん）の利用については、「有」が、全体で

4.3％、乳幼児が 6.3％、小中学生が 2.1％、一般が 4.0％となっている。また、

利用頻度は、「年、数回」が、全体で 87.4％、乳幼児で 88.3％、小中学生で 88.9％、
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一般で 77.8％となっている。 

現在の子育て支援の活用状況については、乳幼児・小中学生・一般ともに「保

育園や幼稚園への通園」を最も上位に挙げている。 

充実して欲しい子育て支援については、乳幼児・小中学生・一般ともに「保育

園や幼稚園への通園」、「子どもの発達相談や健診」、「地区ごとの子ども行事」が

上位で、小中学生・一般では「保護者への心理相談」も上位に挙がっている。 

 

（親になる前に妊娠や子育てについて考える機会があったか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもに手をあげたくなったり、世話したくないと思うことがあるか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2% 

11.8% 

17.0% 

20.9% 

28.6% 

27.2% 

28.9% 

31.9% 

24.7% 

26.5% 

23.2% 

23.6% 

27.0% 

29.5% 

26.3% 

20.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,093) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=301)  

学校（小・中・高校等）の授業等で学び考えた 家庭で親・兄弟の妊娠・育児を通じて学び考えた 

親戚、友人・知人の妊娠・育児を通じて学び考えた 近所の人から教えてもらいながら考えた 

自分が親になるまで、考えたことはない その他 

無回答 

57.5% 

60.1% 

58.6% 

46.1% 

41.0% 

38.6% 

39.7% 

52.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,089) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=297)  

ほとんどいつもそう思う たまにそう思う 全然そうは思わない 無回答 
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（子育てで困ったときの相談先の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子育てで困ったときの具体的な相談先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.9% 

96.3% 

93.3% 

87.8% 

5.2% 

5.4% 

12.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,078) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=286)  

ある ない 無回答 

83.3% 

84.3% 

65.9% 

15.8% 

7.2% 

43.1% 

3.2% 

1.1% 

79.4% 

82.3% 

70.3% 

5.9% 

3.7% 

18.7% 

5.7% 

1.0% 

81.7% 

75.3% 

60.2% 

8.0% 

6.0% 

19.1% 

2.8% 

3.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫婦で話し合いをする 

親、兄弟姉妹や親戚に相談する 

近所の人や友人に相談する 

保健センターや助産院などの専門スタッフ 

                                                         に相談する 

子育て支援施設（りぼんかん等）の専門 

                                       スタッフに相談する 

保育園・幼稚園の先生に相談する 

その他 

無回答 

乳幼児(N=916) 小中学生(N=785) 一般(N=251) 
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（子育ての支援者の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.4% 

85.1% 

29.5% 

10.1% 

1.5% 

1.7% 

0.6% 

80.7% 

82.9% 

32.0% 

10.9% 

2.7% 

1.1% 

0.7% 

83.7% 

79.2% 

27.7% 

11.4% 

2.3% 

2.3% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者 

親・兄弟姉妹・親戚 

知人・友人 

近隣住民 

いない 

その他 

無回答 

乳幼児(N=951) 小中学生(N=841 一般(N=264) 
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（子どもの一時預かりの施設等の利用状況） 

A.ファミリー・サポート・センターの育児支援(利用の有無)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.ファミリー・サポート・センターの育児支援(利用頻度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ保育園の一時預かり(利用の有無)      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5% 

4.5% 

4.8% 

81.8% 

82.4% 

77.1% 

96.9% 

13.7% 

13.0% 

18.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,017) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=225)  

有 無 無回答 

15.6% 

14.0% 

17.5% 

14.3% 

6.7% 

7.0% 

7.5% 

66.7% 

69.8% 

62.5% 

71.4% 

11.1% 

9.3% 

12.5% 

14.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=90) 

乳幼児 
(N=43)  

小中学生 
(N=40) 

一般 
(N=7)  

毎週 毎月 年、数回 無回答 

20.9% 

18.2% 

24.6% 

18.2% 

68.4% 

71.1% 

61.7% 

81.8% 

10.7% 

10.7% 

13.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,023) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=231)  

有 無 無回答 
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B.保育園の一時預かり(利用頻度)      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C.幼稚園の預かり保育(利用の有無)      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C.幼稚園の預かり保育(利用頻度)      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.1% 

17.3% 

20.8% 

28.6% 

9.0% 

9.8% 

7.2% 

14.3% 

58.3% 

56.6% 

60.9% 

52.4% 

12.6% 

16.2% 

11.1% 

4.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=422) 

乳幼児 
(N=173)  

小中学生
(N=207) 

一般 
(N=42)  

毎週 毎月 年、数回 無回答 

36.3% 

26.6% 

48.4% 

32.5% 

55.9% 

64.5% 

43.0% 

67.5% 

7.7% 

8.9% 

8.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,029) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=237)  

有 無 無回答 

19.9% 

22.5% 

17.4% 

24.7% 

13.6% 

15.0% 

12.5% 

14.3% 

54.5% 

49.4% 

58.7% 

49.4% 

11.9% 

13.0% 

11.3% 

11.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=737) 

乳幼児 
(N=253)  

小中学生
(N=407) 

一般 
(N=77)  

毎週 毎月 年、数回 無回答 
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D.すこやか子育て交流館(りぼんかん)の一時預かり(利用の有無) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D.すこやか子育て交流館(りぼんかん)の一時預かり(利用頻度)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3% 

6.3% 

4.0% 

80.6% 

79.6% 

77.6% 

96.0% 

15.1% 

14.1% 

20.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=2,015) 

乳幼児 
(N=951)  

小中学生
(N=841) 

一般 
(N=223)  

有 無 無回答 

11.1% 

5.0% 

87.4% 

88.3% 

88.9% 

77.8% 

8.0% 

6.7% 

11.1% 

11.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=87) 

乳幼児 
(N=60)  

小中学生 
(N=18) 

一般 
(N=9)  

毎週 毎月 年、数回 無回答 
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（子育て支援の活用状況、充実してほしい子育て支援） 

【現在活用している】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6% 

3.8% 

61.4% 

11.1% 

14.5% 

26.8% 

10.2% 

15.8% 

1.2% 

2.9% 

16.9% 

4.4% 

3.4% 

43.4% 

11.3% 

20.0% 

20.1% 

10.3% 

33.7% 

2.3% 

1.9% 

30.2% 

11.9% 

10.5% 

63.6% 

14.7% 

35.7% 

32.9% 

15.4% 

31.5% 

4.2% 

4.2% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

電話相談 

家庭訪問 

保育園や幼稚園への通園 

子育て講座の受講 

保護者同士の交流会 

子どもの発達相談や健診 

育児サークル 

地区ごとの子ども行事 

保護者への心理相談 

その他 

無回答 

乳幼児(N=951) 小中学生(N=841) 一般(N=143) 



【総括】 

 

237 

【充実して欲しい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.9% 

8.7% 

28.4% 

19.7% 

14.1% 

26.6% 

15.5% 

19.9% 

14.5% 

3.6% 

24.9% 

9.2% 

7.8% 

24.3% 

17.0% 

20.2% 

24.7% 

13.4% 

17.4% 

23.7% 

3.6% 

29.6% 

13.7% 

9.8% 

39.5% 

25.9% 

30.7% 

39.5% 

27.3% 

24.9% 

33.7% 

3.9% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

電話相談 

家庭訪問 

保育園や幼稚園への通園 

子育て講座の受講 

保護者同士の交流会 

子どもの発達相談や健診 

育児サークル 

地区ごとの子ども行事 

保護者への心理相談 

その他 

無回答 

乳幼児(N=951) 小中学生(N=841) 一般(N=205) 
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３ 自殺について（一般・高齢者） 

自殺したいと考えたことがあるかについては、「考えたことがある」が、全体で

6.6％、一般が 9.9％、高齢者が 4.4％となっている。 

なお、自殺を考えたときの一番の原因として、全体では「健康問題」、一般が「家

庭問題」、高齢者が「健康問題」を最も上位に挙げている。 

また、自殺したいと考えたときの相談については、半数以上がともに「相談して

いない」としている。 

自殺したいと思った原因による、精神的苦痛などのための医療機関受診の有無に

ついては、「ある」が、全体で 19.0％、一般で 23.9％、高齢者で 12.0％となってい

る。 

自殺に関する相談場所の認知度については、「知っている」が、全体で 31.7％、

一般が 40.0％、高齢者が 26.5％となっている。 

自殺の考えの有無と相談場所の認知度については、一般・高齢者ともに、自殺の

考えの有無にかかわらず、相談場所を「知らない」が５割以上になっている。 

あればよいと思う自殺に関する相談場所については、一般・高齢者ともに「ショ

ッピングセンター」が最も上位で、一般は「図書館」、高齢者は「デパート」と続

いている。 

相談場所を利用しやすい時間帯については、一般では「【平日】１８：００以降」

（43.7％）、高齢者では「【平日】１０：００～１２：００」（35.0％）が上位にな

っている。 

自殺に関する知識については、一般、高齢者ともに「自殺は防ぐことができる」、

「自分のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ相談することは大切である」、

「身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談を勧めることは大

切である」が４割以上になっている。 
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（自殺したいと考えたことがあるか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自殺したいと考えたときの一番の原因） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.6% 

9.9% 

4.4% 

88.8% 

86.2% 

90.4% 

4.7% 

5.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=1,843) 

一般 
(N=717) 

高齢者 
(N=1,126) 

考えたことがある 考えたことはない 無回答 

22.3% 

23.9% 

20.0% 

31.4% 

14.1% 

56.0% 

18.2% 

22.5% 

12.0% 

4.2% 

9.1% 

14.1% 

4.0% 

8.3% 

11.3% 

4.0% 

4.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=121) 

一般 
(N=71) 

高齢者 
(N=50) 

家庭問題 健康問題 経済・生活問題 

男女問題 学校問題 勤務問題 

孤独感・近隣関係 その他 無回答 



【総括】 

 

240 

（相談の有無とその相談場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医療機関受診の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.5% 

11.3% 

18.3% 

2.8% 

0.0% 

1.4% 

5.6% 

63.4% 

0.0% 

5.6% 

14.0% 

20.0% 

8.0% 

2.0% 

0.0% 

0.0% 

12.0% 

56.0% 

4.0% 

4.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者 

配偶者以外の家族 

友人・知人 

相談機関（市役所・いのちの電話など） 

学校 

職場 

医療機関 

相談していない 

その他 

無回答 

一般(N=71) 高齢者(N=50) 

19.0% 

23.9% 

12.0% 

73.6% 

70.4% 

78.0% 

7.4% 

5.6% 

10.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=121) 

一般 
(N=71) 

高齢者 
(N=50) 

ある ない 無回答 
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（自殺に関する相談場所の認知度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自殺の考えの有無と相談場所の認知度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.7% 

40.0% 

26.5% 

59.5% 

55.9% 

61.8% 

8.7% 

4.0% 

11.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=1,843) 

一般 
(N=717) 

高齢者 
(N=1,126) 

知っている 知らない 無回答 

47.9% 

39.8% 

25.0% 

18.0% 

27.8% 

10.3% 

50.7% 

57.1% 

42.9% 

76.0% 

63.8% 

15.5% 

1.4% 

3.1% 

32.1% 

6.0% 

8.4% 

74.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

考えたことがある 

考えたことはない 

無回答 

考えたことがある 

考えたことはない 

無回答 

知っている 知らない 無回答 

一般（Ｎ=717） 

高齢者（N=1,126） 
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（あればよいと思う自殺に関する相談場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3% 

36.5% 

27.2% 

16.9% 

20.4% 

23.2% 

13.2% 

10.9% 

28.6% 

14.0% 

5.9% 

17.8% 

22.4% 

32.6% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

駅の構内 

ショッピングセンター 

図書館 

ハローワーク 

デパート 

その他 

無回答 

一般(N=717) 高齢者(N=1,126) 
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（相談場所を利用しやすい時間帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.7% 

15.1% 

13.4% 

43.7% 

18.4% 

16.0% 

15.8% 

21.2% 

23.0% 

18.8% 

14.4% 

16.7% 

14.5% 

35.0% 

21.2% 

10.5% 

4.0% 

18.6% 

13.0% 

5.8% 

2.5% 

18.9% 

14.1% 

6.9% 

2.3% 

35.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【平日】１０：００～１２：００ 

【平日】１２：００～１５：００ 

【平日】１５：００～１８：００ 

【平日】１８：００以降           

【土曜】１０：００～１２：００ 

【土曜】１２：００～１５：００ 

【土曜】１５：００～１８：００ 

【土曜】１８：００以降           

【日曜】１０：００～１２：００ 

【日曜】１２：００～１５：００ 

【日曜】１５：００～１８：００ 

【日曜】１８：００以降           

無回答                                  

一般(N=717) 高齢者(N=1,126) 
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（自殺に関する知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.9% 

46.9% 

61.9% 

56.5% 

52.2% 

52.3% 

43.1% 

10.0% 

1.3% 

6.7% 

5.4% 

33.8% 

41.4% 

28.4% 

41.4% 

41.7% 

32.4% 

24.5% 

1.5% 

17.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

鹿児島市で毎年約100人の方が自殺で亡くなっている 

自殺は追い込まれた末の死である 

自殺は防ぐことができる 

悩んでいる人はサインを発していることが多い 

自分のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ 

                                            相談することは大切である 

身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関 

                                への相談を勧めることは大切である 

自殺の危険性がある人に、相談窓口や専門家などの 

         支援に関する情報を提供することは大切である 

考えたことがない 

その他 

無回答 

一般(N=717) 高齢者(N=1,126) 
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桜島にお住まいの方の防災対策について（乳幼児・小中学生・一般・高齢者） 

桜島大噴火時の避難情報の収集方法については、各区分ともに「テレビ・ラジ

オ」、「防災行政無線」を上位に挙げている。 

携帯電話を持っているかについては、「はい」が、全体で 73.0％、乳幼児が

100.0％、小中学生が 91.9％、一般が 86.7％、高齢者が 39.5％となっている。 

「避難勧告」が出される前に、自主避難したことを周囲に伝える方法について

は、乳幼児・一般では「わからない」、小中学生では「近所の人へ事前避難するこ

とを伝える（家族カードを預ける）」、高齢者では「町内会長へ事前避難すること

を伝える（家族カードを預ける）」が最も上位に挙がっている。 

 

（桜島大噴火時の避難情報の収集方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.8% 

71.9% 

50.0% 

12.5% 

40.6% 

9.4% 

43.8% 

3.1% 

0.0% 

83.8% 

83.8% 

59.5% 

13.5% 

43.2% 

13.5% 

45.9% 

0.0% 

0.0% 

86.7% 

86.7% 

57.8% 

15.7% 

24.1% 

9.6% 

39.8% 

1.2% 

2.4% 

75.3% 

81.5% 

55.6% 

4.9% 

3.7% 

2.5% 

51.9% 

2.5% 

7.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

テレビ・ラジオ 

防災行政無線 

広報車、消防車両 

安心ネットワーク１１９メール 

エリアメール 

市ホームページ 

近所の声掛け 

わからない 

無回答 

乳幼児(N=32) 小中学生(N=37) 一般(N=83) 高齢者(N=81) 
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（携帯電話保有の有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自主避難したことを周囲に伝える方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.0% 

100.0% 

91.9% 

86.7% 

39.5% 

21.5% 

8.1% 

8.4% 

49.4% 

5.6% 

4.8% 

11.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=233) 

乳幼児 
(N=32)  

小中学生 
(N=37) 

一般 
(N=83)  

高齢者 
(N=81) 

はい いいえ 無回答 

6.0% 

6.3% 

10.8% 

29.2% 

28.1% 

51.4% 

22.9% 

25.9% 

25.8% 

6.3% 

13.5% 

20.5% 

44.4% 

8.2% 

9.4% 

5.4% 

9.6% 

7.4% 

7.2% 

23.2% 

50.0% 

27.0% 

26.5% 

7.4% 

4.3% 

9.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 
(N=233) 

乳幼児 
(N=32)  

小中学生 
(N=37) 

一般 
(N=83)  

高齢者 
(N=81) 

特に誰にも伝えない 近所の人へ事前避難することを伝える 

(家族カードを預ける) 

町内会長へ事前避難することを伝える 

(家族カードを預ける) 

消防団員へ事前避難することを伝える 

(家族カードを預ける) 

民生委員へ事前避難することを伝える 

(家族カードを預ける) 

わからない 

無回答 


